
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年度文化庁「文化芸術による子供の育成事業」―芸術家派遣事業―  

柏市 手賀西小学校 6月20日（月） 

18人（3年生） 音楽 

芸術家： 松本雅隆 

内容：新聞紙の組曲づくりと演奏 紙筒を使った楽

器づくり 班毎発表 
 

雅隆さんは、もの静かな口調で子どもたちに 

語りかけ、全体の空気感はおだやかで心地よ 

い。新聞紙でつくる組曲では、きもちのいい 

風の音と、きもちの悪い風の音を、新聞紙を 

ヒラヒラさせたり、バンバンとたたいたりし 

て、音の違いを感じ合った。バグパイプも加 

わっての演奏では、おまつり気分となり、子 

どもたちのおもしろがりはどんどん増し「楽 

しい！」という表情がどの子にも溢れていた。 

紙筒など身近なもので素敵な楽器ができるこ 

とに驚き、歌を歌いながらつくった。 

♪ほーい ほい なにができるかな ほ～い 

 

市原市 有秋南小学校 9月9日（金） 

43人（6年生） 国語 

芸術家： 大藏教義  宮本昇 上田圭輔 

内容：狂言の解説、「柿山伏」上演、登場人物 

クイズ、構え・摺り足・発声、装束着付け 
 

『昔の人は意外におもしろい、なぜ思いついた

のか不思議。いつもとちがうしゃべりかた、笑

い方、泣き方、姿勢など学べてたのしかった、

表情表現が面白い、ひとつひとつのうごきにき

まりがあり、簡単そうに見えた「かまえ」もむ

ずかしかった』など、古典芸能は難しくても、

生ならではの魅力で味わい、楽しめた様子が、

アンケートから読み取れた。「何だか古めかし

く、大人の観るもの、よくわからない」という

子どももいたが、体験して一気に気持ちが変わ

った。そう言っていた子が「君いいよ！」と言

われて「マジうれしかった」と言ったり、ふだ

ん笑わない子たちが笑っていた。担任は子ども

の新しい面が見られたと、うれしそうだった。 

 

 

千葉市 高浜第一小学校 10月3日（月） 

70人（5・6年生） 音楽 

芸術家：BBモフラン ダウディ 當間典子 

内容：アフリカの音楽を歌とパーカッション、ピア

ノ、ギターで実演。子どもたちも掛け声、手拍子、

足拍子、ダンスで参加。同じ音でも意味は全く違う

日本とアフリカのことばについてのクイズ。全員が

パーカッションをたたいてリズムをあわせる体験 

 

8 人ずつ 9 列に規則正しく座っていたが、ト

ーキングドラムにあわせて「どんぐりころこ

ろ」を歌い緊張がほぐれ笑いが吹き出した。

「みんなの心の中に音楽はある。楽しくやろ

う」と講師。初めてさわるアフリカのパーカ

ッションを真剣にたたき、もっとやりたい様

子。ダンスも弾んで、からだいっぱいで表現

した。日本を含め11か国の子どもたちが学ぶ

多国籍の学校。「日本語がわからなくても楽し

かった。またやりたい」という声があった。 

 

 

香取市 小見川東小学校 9月26日（月） 

32人（5・6年生）  5年生国語 6年生総合 

芸術家：三遊亭時松  春風亭正太郎 

内容：落語の解説 手ぬぐいと扇子での表現実演 児

童も高座で「しぐさ」の体験  落語「牛褒め ぞろ

ぞろ」 
 

最初はとても緊張していた子どもたちも、「落

語ってウソ話なんだよ」から始まる噺家２人の

軽妙な語り口にどんどん引き込まれていった。

自分たちの書いた言葉で場面を想像すること

の体験、手ぬぐいや扇子の使い方の技を見たり

実際に高座に上がり手ぬぐいや扇子を使って

しぐさすると、おもしろおかしくて気持ちがほ

ぐれ、手があがり声が出るようになった。後半

は落語を聴きながら、想像の世界に入り込んだ

ようで、体を揺り動かしながら笑いこける姿で

溢れていた。子どもたちは本当によく笑った。 

君津市 貞元小学校 9月29日（木） 

57人（5・6年生）  音楽 

芸術家：安西真幸 石川幸季 

内容：現代舞踊ワーク、ウォーミングアップ、表現

遊び、振り付け、「情熱大陸のテーマ曲」で発表 

 

何をやるのか不安、ダンスははずかしそうな

子もいたが、講師の体の動き、分かりやすい

言い方の振付に、あっという間にとりこにな

っていた。「いやーん、ばかーん」「グー、チ

ョキ、パー」も、曲がかかるとかっこいい振

付になり「できる、できる」とノリノリだっ

た。イメージを自分なりに表現する学年別パ

ートも組み合わせて1つの作品を作り、下級

生に発表した。真剣な顔でイメージをおさら

い、プロのダンサーと踊って、「ダンスして

気持ちよかった」と、晴れ晴れした満足そう

な表情で誰もがはちきれた。 

 

 

流山市 八木南小学校 9月13日（火） 

27人（6年生） 国語 

芸術家： 大藏教義  宮本昇 上田圭輔 

内容：狂言の解説、「柿山伏」上演、登場人物クイズ、

構え・摺り足・発声、装束着付け 

 

子どもたちの緊張した様子で始まった。話す

声と狂言での声の違いに驚き、構えや摺り足

では丁寧に動き、笑いではちょっと恥ずかし

そうだったが、声も大きく出て、自信をつけ

ていく様子が見て取れた。「太郎冠者」と「伊

茶」の装束をつけた友だちの変わり方に驚き、

緊張感がワクワク感に変わっていった。 

講師への親近感と素直な尊敬のまなざしで 

集中していて、きゅっとまとまった感じがし

た。終了時は子どもたちが正座をし、自然と

手を着いてお辞儀をしていた。 

     

山武市 緑海小学校 9月13日（火） 

55人（3・4年生） 音楽 

芸術家： 歌子  古川一  上村純 

内容：歌とギターの実演、楽器体験、音楽会 

の課題曲「世界がひとつになるまで」を練習 

 

最初からヤル気満々の様子で子どもたちが体育

館に入場。歌子さんのハイタッチの挨拶で笑顔

がいっぱいになる。純ちゃんのギターを抱える

姿に「シンガーソングライターだ」と声が出る。

「世界がひとつになるまで」を練習するのが今

日の目的。「歌詞を感じて歌ってね」「仲間の歌

や伴奏を感じて歌うのよ」だんだん子どもたち

はリズムに乗って感情を込めて歌う。最後は心

と体が解放され、友だち同士顔を見たり、自然

と手をつなぎ始めた。ジャンベを横にして頭を

入れて音を聴くと「うへ～！ちょー感じる」に

ぎやかに盛り上がった。 

 

 

 

千葉市 若松台小学校 10月4日（火） 

23人（4年生） 国語 

芸術家：柳家花ん謝  柳亭市弥 

内容：落語の解説。小噺。落語「牛褒め」「初天神」。

手ぬぐいと扇子で仕草をやってみよう。高座にあが

った子どもたちが仕草をやってあてっこ 

 

いつもの教室に緋毛氈と紫の座布団の高座が

出現。噺家が表情豊かに語るにつれて、クス

クス笑いから顔をうずめて体を揺らし笑う姿

に変化した。子どもたちが仕草を披露すると

き必ず出囃子がついて本格的。すぐには手が

あがらなかったが、担任が披露すると、自分

もやってみよう！と希望者が続出。普段おと

なしい子が積極的に手をあげ披露する姿に担

任も驚いた。全体に、仕草を見せる方も答え

をあてる方も一生懸命で一体感があった。最

後に講師の「落語に興味を持った人は？」に

対して全員が挙手で応えた。 

 

 

始まりました！！県内の新たな子どもたちと芸術家が出会い、豊かな時間、感動がまた、生まれています。 

 

２ 

横芝光町 白浜小学校 9月12日（月） 

41人（5・6年生） 国語 

芸術家： 半田晶子 河野麻子 松本伊代、山本千絵 

内容：体を動かす、発声、コミュニケーションゲーム、

「どんぐりと山猫」配役で音読、詩をグループで演

技を付けて発表 
 

事前に台本をもらい配役、しかし練習はしない、

との指示で不安げだったが、イメージゲーム「5

人で岩になろう」「4人で波」で笑顔になった。

おなかを意識して声を出すと、声も表情も明る

くなった。「どんぐりと山猫」を講師の言葉をヒ

ントに背景を想像しながらセリフを言い直す

と、本当に声が変わるので互いにびっくりした

り感心したり。好きな詩のグループに分かれて、

動きや読み方を工夫した。真剣にグループで相

談し練習して、舞台では緊張しながらも堂々と

発表し満足そうだった。「普段の音読と違う声が

出ていた」と、互いの様子をよく見ていた。 
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